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衛星光通信について



衛星光通信への期待（概要）

【光通信】 【衛星光通信市場予測】
2030年に44億ドルの市場規模に成長するとの予測
（2025年時点で15億ドル、年平均成長率23.3％）

（出典）Mordor Intelligence

【無線通信】
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 通信は、宇宙活動に必須の基本的なインフラ。宇宙活動が進化し宇宙を流通するデータが増大する
中、電波については、利用にあたって国際間の調整が必要、かつ、資源（周波数資源）がひっ迫。こ
のような中、干渉が少なく国際調整が不要な衛星光通信が注目。

 今後、衛星光通信市場は大きく成長することが予測。※年平均成長率23.3％と予測



衛星光通信の「特長」
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 宇宙空間で様々な活動や取り扱われるデータ量の増加を背景に、大容量化・高セキュリティ化が重要に。
 衛星光通信は、電波に比して以下の特長を有することから期待が大。

①通信     ： 「大容量」で、衛星間や衛星・地上局間での通信が可能
②観測     ： 「高精細」で、観測データの伝送が可能
③安全保障： 「高速・リアルタイム」で、迅速かつ的確な戦況把握等安全保障用途でのデータ伝送

が可能（米国 ではPWSAにおいて衛星光通信を採用）
④セキュリティ： 指向性が高くセキュリティレベルも高い

現状  
光通信
導入後

衛星移動
1周90分

無線通信

光通信

【②観測データ伝送】のイメージ

【①衛星間光通信】のイメージ

（出典）SpaceX

【③安全保障用途】のイメージ

（出典）防衛省「宇宙領域防衛指針」



衛星光通信の「技術的課題」と我が国の「国際競争力」の分析
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 実用化に向け、①遠距離間におけるピンポイントでの通信の確立、②（光伝送装置の）省電力化、
③（光伝送装置の）小型化、などの多くの技術的課題が存在。

 そのような中、我が国は、NECやソニーなど衛星光通信に関する技術を有する事業者が存在。また、NTTの
ように地上における光通信技術を宇宙において応用可能な事業者も存在。さらに、NICTやJAXAのような
研究機関が従来より衛星光通信に関する研究開発を推進。国際的な競争力を有している。

 他方で、実用化・商用化については、海外勢が一部先行しており、SpaceX社のStarlinkでは衛星間
（LEO-LEO）の光通信を導入済。また、その他の欧米企業も光通信端末（OCT）の商用化・小型化で
先行。

（出典）JAXA

（出典）TESAT （出典）Mynaric

【海外勢のOCT】技術試験衛星9号機【ETS-9】 光衛星間通信システム【LUCAS】

【Starlink】

（出典）SpaceX

「光衛星間通信システム」（「LUCAS」：Laser Utilizing Communication System）は、地球観測衛星（低軌道衛星）⇔光データ中
継衛星（静止衛星）間のデータ中継を、 波長1.5µmの目に見えないレーザ光を用いた宇宙空間での光通信により実現するシステム



衛星光通信の「市場」の可能性（ブルーオーシャンも存在）
 衛星光通信は衛星地上間は未だ商用化されておらず、低軌道（LEO)衛星間やLEO-静止軌道
（GEO）も一部の事業者が商用化しているにとどまっている状況。

 これらの市場に早期に参入することで衛星光通信市場の獲得を目指すことが重要。
 普及に向け推進中の、オール光ネットワーク（APN)（陸）、光海底ケーブル（海）との親和性も高い。
（例 光通信を（地球上のどこかの）地上局に衛星から接続。その後、陸上、海上のAPNや光海底ケーブルで通信）

LEO

MEO

GEO

地上

未商用化商用済み

LEO-LEO間
米：Starlink

MEO-LEO間

MEO-地上間

GEO-LEO間

GEO-地上間

LEO-地上間

日：JAXA（JDRS）
欧：EDRS

未商用化
※NICT実証予定
（2026年以降）

欧州企業商用化

米国企業商用化

未商用化

日：JAXA（SOLISS）
米：NASA

日：JAXA（ETS-Ⅵ）
米：NASA（LCRD）
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オール光ネットワーク
（陸）

光海底ケーブル
（海）

衛星光通信
（宇宙）



これまでの政府による衛星光通信の技術開発の取組
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 政府は衛星光通信の重要性に着目しており、「宇宙技術戦略」（宇宙政策委員会）において、我
が国の勝ち筋として「光通信ネットワークシステム」を開発を進めるべき技術として指定。

 衛星光通信技術の実用化に向け、衛星光端末（OCT）の開発など様々な技術開発支援を実施。
①静止軌道ー低軌道間

• 観測衛星と静止軌道の光データ中継衛星をレーザー光で中継する光衛星間通信システムを開発【JAXA】

• 観測衛星とデータ中継衛星間の光データ中継サービスの実現に向けた研究開発・実証を支援（第２期）
【総務省：宇宙戦略基金】

②静止軌道ー地上間
• 衛星コンステレーションと地上との間で安定した通信回線を成立させるための光地上局技術を開発【NICT】

• 超高速光通信システムを開発し、技術試験衛星９号機（ETS-9）において実証予定【総務省・NICT】

③低軌道ー低軌道間
• 「経済安全保障重要技術育成プログラム」（Kプロ）において、宇宙実証を準備中【経産省】

• 商業衛星コンステレーション構築加速化（第１期）【経産省：宇宙戦略基金】、光ルータの実装（第１期）に
向けた開発を支援【総務省：宇宙戦略基金】 】

④基盤的技術
• 将来の衛星光通信の普及を見据え、宇宙戦略基金において、端末間相互接続技術の開発支援（第２
期）、光通信端末の開発・製造に関するフィージビリティスタディ（第２期）【総務省】

 また、特に、防衛省においては、「宇宙領域防衛指針」において、先端技術として衛星間光通信技術
を確立することや、小型光通信端末の研究開発を進めること、防衛省・自衛隊として積極的に活用
していくべき商用サービス・技術として光通信を挙げている。 【防衛省】



官民ロードマップ（人工衛星・サービス）での位置づけ

6出所：戦略分野分科会（第３回）戦略17分野における「主要な製品・技術等」（先行検討分を除く）を基に総務省変更

 日本成長戦略の議論においても、「人工衛星・サービス」の中核技術の一つとして「衛星光通信」が
挙げられており、取組を強化する方向で議論が進められているところ。

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/nipponseichosenryaku/senryaku/dai3/shiryou1.pdf
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/nipponseichosenryaku/senryaku/dai3/shiryou1.pdf
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/nipponseichosenryaku/senryaku/dai3/shiryou1.pdf
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